
筑後 支部

筑後支部 氏名　山田明美

筑後支部 では、下記内容により研修会を開催しましたのでご報告します。

○　テーマ（演題）

○　講　　師

○　日　　時

○　場　　所

○　会　　費

○　参加者　２８名

○　ｱﾝｹｰﾄの結果や研修参加者の感想　　※別紙写真添付

研修会実施報告

　自然災害が広域的、または限局かつ深刻化してきた昨今。自分と大切な人の命を守る事は
もとより、“ケアマネジャーとして求められる事”について思いを巡らせ、戸惑う事が誰しもある
と思います。BCP作成の事然り。でも、それ以前のヒューマンな部分での葛藤は、法定研修な
どでは議論される場がありません。災害を経験した人とそうでない人が気軽に経験したこと
や、やるべきことを模索している状況を話し合える場となってほしいと思い企画しました。初め
ての試みとしてミニ講話も取り入れました。

研修会の趣旨

災害時、あなたはどうする？

清尾　雅幸　さん
（日本介護支援専門員協会　災害対策特別委員会委員長　　福岡県介護支援専門員協会　常任理事）

　参加者からは次のような感想をいただきました。
・ミニ講話をもとに感想や疑問をディスカッションできたことが有意義だった。
・被災経験のないCMや利用者は体験談を共有する事が有効であると感じた。
・BCPや個別避難計画作成の真意は、被災したことによって利用者の生活が変わってしまうから、被災による
要援護者を増やさない為、関連死を防ぐ必要があるからだと理解できた。通り一遍の作成ではなく、個別の、
より現実的な血の通った計画作成に取り組んでいく必要があると学ぶことができた。
・ミニ講話とグループセッションのバランスは良かった。
・グループごとの話しでは、たしかにカフェという雰囲気で楽しかった。
　一方、
・ミニ講話では時間が足りない。やはり研修で学ばなければ…と思った。研修の案内があると助かる。
　という、今後に繋がるご意見もいただきました。

令和４年７月７日（木）　１９：００～２０：３０

Zoom開催

　会員　　０円　　非会員　５００円

　
　内訳　会員　　２７名　　　非会員　　１名



○　研修風景


